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グループ G3と G5 の第
1 と 2 の重要度におい
てその項目の水準は
「苦手」なので、これらのグループには苦手意識の強い生徒が属すると考えられる。それに
対しグループ G1と G4 は関数に対し「得意」意識を持つ学生が多いと解釈できよう。しか 
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「苦手」の個数は 12対 6 






















































































































 結果を紹介する。図 5 1年生のバリマックス
8 4 つの因子で表している。
72% していると言える。また、こ では、絶対値で
考えたとき、その値が 0.5 以上の因子負荷量を係数として因子の分類化すると、30. 3％の寄
与率で貢献する第 1 因子は 1～Q3 の指標を負の形で表すことが分かる。つまり第 1












5 1 年生の因子分析 
 
は 2 年生の因子負荷量である。この場合は、3 つの因子で指標を表すが、累積寄与率























図 6 2 年生の因子分析 
  
 
 図 7は 3年生の因子負荷量である。ここでは 4つの因子を有し、その累積寄与率は 70.63％
である。また、共通性は「Q9 標本調査」を除くとすべて 0.5 以上になっているにも関わらず、
ここでは、第 1因子における Q9の因子負荷量は 0.53 になっているので、Q5～Q7 と合わせて
この因子を「図形・資料の活用が得意」とする。このような第 1因子の寄与率は 25.24 であ
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